
ジュラール水屋敷地下貯水槽 

下記説明は現地にある案内板の説

明文を転記したものです。 

国登録有形文化財 

幕末に来日したフランス人実業家

アルフレッドジュラールは山手居

留地 77 番・78 番の地を得ると、

谷戸に湧き出る豊富な湧水を利用

して、横浜港に出入りする船舶へ

の給水事業を開始しました。「水屋

敷」の名前はここに由来していま

す。また、ジュラールは蒸気機関

を導入した工場を建設し、フランス瓦や煉瓦・土管・タ

イルなどの建設資材の製造・販売もてがけていました。 

 この煉瓦貯蔵貯水槽は工場入口部分に位置しており、

元町公園一帯が、当時のジュラール工場の敷地でした。

現存する、ジュラール工場の遺構としては、この貯水槽

のほか、元町公園内にもうひとつの煉瓦造地下貯水槽

（「上部貯水槽」）の存在が確認されています。 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


